
渡来白鳥の調査票（見本） 

〔日本白鳥の会発行〕 
調 査 地 、 場 所 名  
調査した人の住所氏名  氏名  

 

調  査  日  時 
オオハクチョウ
羽    数 

コハクチョウ 
羽    数 

その他のハクチョウ 
羽    数 

計 

初渡来（初認）日時   月  日     

１０月１４日(日曜)( 〃午前 108 時時まかでら)     

１１月１１日（〃）（  〃  ）     

１２月 ９日（〃）（  〃  ）     

１月１３日（〃）（  〃  ）     

 ２月１０日（〃）（  〃  ）     

 ３月１０日（〃）（  〃  ）     

 ４月１４日（〃）（  〃  ）     

帰北（終認）日時 月  日     

その他の所見 
 
 
 
調査終了後この調査票の返送先は〔新潟市一番堀通一、県教育庁社会教育課分室気付日本白鳥の会〕あて 
 

新  入  会  員 
                                  （４８年７月～１１月） 
 ○ 渡 辺 正 男 ―――――――（風連湖） 

   ○ 村 田 功 雄 ―――――――（古徳沼） 
   ○ 佐 藤 貞 正 ―――――――（瓢 湖） 
   ○ 根 岸 啓 二 ―――――――（中 海） 
   ○ 川 本 貢 功 ―――――――（ 〃 ） 
 

あ  と  が  き 
 

 登載した情報交換の記録は、松井繁理事が総会当日収録した録音テープにより、吉川吉枝理事と本田清 
事務局長が聞きとり筆記した。総会当日の多忙のなかで収録したためにテープのセット時間のズレや、聞 
きとりにくい点も多く、せいいっぱい努力をしてみたが、全部について筆記することができなかった。ま 
たそれぞれの地区の固有名詞などに不明の点も多かったので、あえて空欄として、後日訂正の機会を持つ 
ことにした。また、当日いろいろな図表やデータ等の発表もあり、それらの写真も撮ったが、印刷予算に 
限界があり登載できなかったことは、甚だ残念である。以上、意のつくせなかった点の多々あることにつ 
いては、どうかおゆるしをいただきたい。                         （本） 

－２７－ 


